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　＜作家紹介＞
レンカ・ライネロヴァーの経歴と作品
佐藤　雪野
はじめに
　レンカ・ライネロヴァーは，現在「プラハの，最後のドイツ語で書く作家」と
呼ばれている 1)。彼女を，チェコの作家と分類するか，ドイツの作家と分類する
かは，作家の国籍で分類するか，使用言語で分類するかによる。彼女の作品のチェ
コ語版は，チェコの書籍店では，チェコ作家の作品に分類されることが多いよう
である。チェコ国民図書館では，ドイツ語版であっても，外国書に分類されてい
るものと国内図書に分類されているものと両方ある。チェコ語版については，彼
女自身が翻訳を確認して，承認している。これは，ミラン・クンデラが，フラン
ス語で発表した作品のチェコ語版について行っている作業と共通である。
　ライネロヴァーは，自身を作家 Schriftsstellerin/spisovatelka ではなく，語り手（物
語作家）Erzählerin/vyravečka だと言っている 2)。それは，彼女の作品が完全なフィ
クションではなく，実体験に基づいた語りだからである。そして，彼女自身の人
生は，フィクションを必要としないほど，波乱万丈なものである。
　1990 年代以降，ライネロヴァーは，チェコでよく紹介されるようになり，作
品がチェコ語で出版され，たびたびインタビュー記事が新聞・雑誌に載せられた。
作家自身及び作品の研究は，まだそれほど進んではいない。ドイツでは，デュー
スブルク＝エッセン大学のコリナ・シュリヒト Corinna Schlicht による博士論文
とその出版がある 3)。チェコでは，カレル大学のヴィエラ・グロシーコヴァー
Viera Glosíková が，現在ライネロヴァー自身に対して長期にわたっての聴き取り
調査を行っているが，まだ研究が公表される段階ではない。
　本稿は，これまで日本では知られていないライネロヴァーについて，その経歴
と作品を紹介することを第一の目的とする。
1.　ライネロヴァーのこれまで
　まず，ライネロヴァーの著作に書かれた経歴紹介や，数々のインタビューから，
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彼女のこれまでの歩みを追ってみることにしよう 4)。
　ライネロヴァーは，1916 年 5 月 17 日，プラハのカルリーン Karlín （Karolinenthal）
地区で生まれた。カルリーンは工場地区で，多くの労働者が住んでいた。ここで，
ライネロヴァーは，両親と二人の姉妹と共に育った。
　一家はユダヤ系であったが，彼女自身は，ユダヤ系という意識は，1933 年に
ヒトラーがドイツで政権をとるまで持っていなかった。父はプラハ出身でチェコ
語を母語とし，母はジャテツ Žatec 出身でドイツ語を母語としていた。当時のジャ
テツは 90% がドイツ語で話されるドイツ性の強い町であった 5)。両親とも両方の
言語を話したが，それぞれ母語でない方に関しては，完璧ではなかった。このよ
うな家庭環境から，ライネロヴァー自身は完全なバイリンガルとして育ち，「プ
ラハ・ドイツ語」を話し，書くようになった。ドイツのドイツ人にとっては彼女
の書く「プラハ・ドイツ語」は珍しく，奇異な感じであるという。彼女自身は，
若いドイツ人作家のドイツ語，たとえばトーマス・ブルスィヒ Thomas Brussig の
作品を好んでいる 6)。
　ライネロヴァーの両親は金物屋を営んでいたが，経済恐慌期に，それを失っ
た。父親は第一次世界大戦でオーストリア軍に従軍中，銃の暴発事故で頭に銃弾
を負った。銃弾は脳の中にとどまり，しばらくしてから影響が出始めた。父親は，
正常な判断能力を失い，共同経営者にだまされて店を失うことになったのである。
　そのため，ライネロヴァーは，当時通っていたドイツ系ギムナジウムを 15 歳
半で中退しなければならなかった。チェコ系でなく，ドイツ系ギムナジウムに通っ
た理由はわからない 7)。姉はドイツ系ギムナジウムに通ったが，妹はチェコ系ギ
ムナジウムに通った。ギムナジウムを中退しなければならなかったことを，勉学
意欲もないのに学校を続けられる同級生と比べて，彼女は不公平に感じていた。
それは，彼女が共産主義に共感する原因ともなった。更に，社会的不平等や，す
さまじい失業率に直面して，彼女は共産党員となった。
　 ギ ム ナ ジ ウ ム を 中 退 し た 後 の 最 初 の 就 職 先 は， ハ ル マ ネ ツ 製 紙 会 社
Harmanecké papírny8) のプラハ支店だった。そこに 3 年勤務した。その時の同僚で，
当時 25 歳だったヤロスラフ・フォグラル Jaroslav Foglar がドイツからの亡命者
の子供たちのスカウトをまとめていた。ライネロヴァーは，そのグループの演劇
を指導し，ある時，エーリヒ・ケストナーの「点子ちゃんとアントン」のクリス
マス上演を見に行った。その作品を彼女は気に入らず，ケストナーに手紙を書い
て許可を得て，自ら脚色し，新しく上演することになった。学校時代の詩作を除
くと，これがライネロヴァーの最初の作品である。ヤン・ヴェリフ Jan Werich，マッ
クス・ブロート Max Brod，E.F. ブリアン E. F. Burian といった人々を上演に招いた。
上演は成功したが，一度限りに終わった。
　1930 年代半ば，実家を出て，メラントリフ Melantrich 通りで一人暮らしを
始めた。既に製紙会社をやめ，ドイツの亡命者たちの新聞『労働者画報 AIZ: 
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Arbeiter-Illustrierte-Zeitung』で働いていた。この新聞の編集者の F.C. ヴァイスコッ
プ F. C. （Franz Carl） Weiskopf を通じて，1935 年にエゴン・エルヴィン・キッシュ
Egon Erwin Kisch と知り合った。ライネロヴァーは 19 歳，キッシュは 50 歳だっ
たが，最初の訪問から互いにひかれた。ライネロヴァーは，キッシュの家「2 匹
の熊亭」U dvou zlatých medvědů の屋根裏部屋に引っ越した。当時キッシュはフ
ランス在住だったが，時々プラハに戻ってきていた。戦争中ヴェルサイユでもラ
イネロヴァーは，キッシュ夫妻と同じホテルに滞在した。キッシュ夫妻には子供
がなかった。
　当時，プラハの左派的グループはカフェ・メトロ Metro に集っていた。1938 年，
ドイツ語版の AIZ に加えて，チェコ語版の『世界画報 Svět v obrazech』が発行さ
れるようになった。ヴァイスコップは両方の編集長を務めた。
　ライネロヴァーは，チェコをドイツが占領する直前にルーマニアに出張してお
り，帰国予定日は 1939 年 3 月 14 日であった。しかし，情勢が不穏であったため，
プラハの妹に電話連絡し，自分の身に危険が迫っていることを知った。ユダヤ人
であることと共産党員という経歴からゲシュタポに狙われたのである。この電話
での妹の警告を受けて帰国せず，ナチから逃走することができたが，二度と家族
と会うことはできなかった。家族や多くの友人は強制収容所で命を落とした。妹
は抵抗運動に参加した後，ラーヴェンスブリュック収容所からアウシュヴィッツ
収容所へ，姉は子供と共にウッジの収容所へ，母はテレジーン Terezín 収容所か
らアウシュヴィッツ収容所へ，父はテレジーン収容所へ送られ，死亡した。ホロ
コーストで命を落とした親戚は 11 人に及んだ。
　このような過酷な運命にもかかわらず，なぜ楽天的なのかと人々はライネロ
ヴァーにしばしば問う。それに対して，彼女は，楽天性とはそれを持つか持たな
いかの絶対的なものと考えている，と答える 9)。また，ドイツ人にひどい目にあっ
たのにもかかわらず，なぜドイツ語で書き続けるのかとも聞かれる。それに対し
ては，ドイツ人の行った行為と言葉は別のものであり，ドイツ語はハイネ，ゲー
テ，ブレヒト，ベルの言葉でもあるのだ，と答えている10)。
　ライネロヴァーは，ルーマニアからパリに向かった。パリでは，アントニー
ン・. ペルツ Antonín Pelc，フランチシェク・ランゲル František Langer，アドルフ・
ホフマイステル Adolf Hoffmeister らと交流した。ホフマイステルはモンパルナス
に「チェコスロヴァキア文化の家 Maison de la culture tchécoslovaque」を開き，そ
こに亡命者 10 人が引っ越した。ライネロヴァーも唯一の女性として彼らと一緒の
邸宅に住んだ。ペルツやマクシム・コップ Maxim Kopf もそこで生活した。そこに
は毎夜，亡命者たちが集った。アレーン・ヂヴィシュ Alén Diviš は，この集まり
によく参加していた。そのほか，作家のエゴン・ホストフスキー Egon Hostovský
やランゲル，政治家のフベルト・リプカ Hubert Ripka やヴラヂミール・クレメン
ティス Vladimír Clementis などが訪れた。この集いは，住人たちがフランス当局に
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逮捕されるまで続いた。1 週間後，捕らわれた男性たちはラカンテ Lacanté に送ら
れた。
　ライネロヴァーは，女性刑務所に入れられた。その刑務所については，ル・プ
ティ・ロケット Le Petite Roquette と呼んでいる場合 11) と，メゾン・ドゥ・サン・
ラザールと呼んでいる場合がある12)。半年間，そこの独房におかれ，軍事法廷で
取調べを受けた。刑務所では，子供のための探偵小説を書いたり，フランス語や
英語で読書をしていた。その後，南フランスのリュークロ Rieucros の収容所に送
られた。ここは，最後にペタン政権下に入った地域にあたる。男性で捕らえられ
た人々は労働キャンプに送られた ｡ ライネロヴァーのもとには，イギリスから二
度ほど小包が届いたり，アメリカから彼女のために尽力しているという手紙が届
いたりした。
　当時既にキッシュやヴァイスコップはメキシコにいたので，彼らがライネロ
ヴァーもメキシコに来られるように尽力した。彼らの活動をアメリカの作家たち
も援助した。その当時のメキシコはユダヤ系の移民を受け入れていた稀な国で
あった。ライネロヴァーは，まず，モロッコまで船で行ったが，その後，サハラ
砂漠沿いの収容所に入れられてしまった。収容所の衛生状況などはひどく，死亡
者も多かった。この窮地を脱すべく，彼女は，チェコスロヴァキア亡命政府が彼
女の身に関心を持っているとか，手術を受けたばかりだとうそをついた。その後，
脱出に成功し，カサブランカに移り，身分証明書なしにイタリア人夫妻の宿に住
みつつ，その日仕事で身を養った。黄疸にかかったりもしたものの，ポルトガル
船セルパ・ピント Serpa Pinto 号で何とかメキシコに到達することができた。ルー
マニアを出発してから既に 2 年がたっていた。
　ライネロヴァーは，この逃避行をなしとげることができた理由として，「不幸
の中の幸運」でよい人々に恵まれたことをあげている 13)。メキシコのヴェラクル
ス Veracruz で，後に夫となるユーゴスラヴィア出身の医師で作家のテオドール・
バルク Theodor Balk （本名ドラグティン・フォドル Dragutin Fodor）とキッシュ夫
人が待っていた。 メキシコでのライネロヴァーは，キッシュにとっては，故郷
プラハの象徴のような存在であり，二人は互いにチェコ語で話しあっていた。
　さて，バルクとの結婚式は，メキシコ式に執り行われた。新郎新婦双方に 2 人
ずつの 4 人の証人がいた。彼女の側は，キッシュとチェコスロヴァキア大使が，
彼の側は，アンドレ・シモン André Simon （本名オットー・カッツ Otto Katz） と
ドイツからの亡命者のカッツが証人となった。二人は，既にプラハで知り合って
いた。
　ライネロヴァーは，チェコスロヴァキア亡命政府大使館の仕事を得，『メキシ
コのチェコスロヴァキア El Checoslovaco en México』という雑誌を発行し始めた。
終戦後数週間して，メキシコを去り，夫と共にベオグラードに赴いた。そこで，
1946 年 3 月に娘が生まれた。
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　その後，夫は肝臓病を患った。1948 年当時のベオグラードでは治療すること
ができず，プラハで治療し，4 週間後には退院して，カルロヴィ・ヴァリで療養
した。ライネロヴァー母子はベオグラードから，カルロヴィ・ヴァリのバルクを
訪問した。その時，ユーゴスラヴィアがコミンフォルムを除名される問題が生
じた。スペイン内戦の英雄，ドローレス・イバルリ Dolores Ibarruri （通称ラ・パ
シオナリア La Pasionaria） の勧めで，チェコスロヴァキアに留まった。ライネロ
ヴァーは，1948 年 12 月に最初の癌の手術を受けた。
　第二次世界大戦後のチェコスロヴァキアは，反ドイツ的風潮に満ちていたが，
彼女がドイツ系であることで攻撃されることはなかった。その理由を，彼女は，
自身がドイツ人というよりプラハっ子だからであろうと推測している 14)。
　病気からの回復後，チェコスロヴァキア放送の海外放送部門で働いた。1952 年
初め，秘密警察 Státní  bezpečnost に逮捕，拘禁された。スターリン主義の粛清の
犠牲となり，15 ヶ月，取調べ房に収容された。拘禁の理由は，明かではなかっ
た。ライネロヴァー自身は，ユダヤ人であること，第二次世界大戦中に西側にい
たこと，戦前共産党員であったこと，戦前ジャーナリストであったこと，夫がユー
ゴスラヴィア人であったことからの偏見からであろうと，その理由を推測してい
る 15)。収容されたルジニェ Ruzyně の監獄の看守は男性で，女性職員が対応して
いたフランスとは違っていた。
　釈放されたのは，1953 年，スターリンもゴットヴァルトも死に，ベリアが処
刑されてからである。その間に，夫と子供もプラハを追放されて，パルドゥビ
ツェ Pardubice に住んでいた。二人の居所を探し当てたライネロヴァーは，その
ままそこで 3 年間暮らした。労働事務所の紹介で，ガラス・磁器会社に職を得
た。家庭用消費物資地方企業ガラス・磁器工場商品見本部主任 Vedoucí vzorkovny 
sortimentu sklo a porcelán závodu krajekého podniku pro spotřební zbozí pro domácnost
という長い肩書きだった。東ボヘミア中のガラス・磁器店の店長が，商品の注文
に訪れてきた。
　プラハに戻ってからは，1950 年代末からオルビス Orbis 出版社のドイツ語読者
向け雑誌編集の仕事を始めた。1960 年代は，ドイツ語誌『ヨーロッパの中心で
Im Herzen Europas』の編集長として働いた。1964 年には，名誉回復され，共産党
への再入党を誘われ，それを受け入れた。ただ，この時期，反ユダヤ主義も経験
している。1960 年代初めに，一家の郵便受けにダビデの星を書かれたり，娘が
学校でいじめられたりした 16)。
　1968 年，「プラハの春」への軍事介入以後，再び共産党から追放され，自分の
名での翻訳，出版を禁じられた。6 つの言語（独，チェコ，英，仏，西，セルボ・
クロアティア）ができたことから，匿名の同時通訳の仕事は得ることができた。
　また，1968 年夏の軍事介入の時，将来の夫と４週間のイギリス旅行中だった
娘は，そのままイギリスに移住し，帰らなかった。当時，娘は，学生だった。娘
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は現在もイギリスでライネロヴァーの孫娘と暮らしている。その後，ライネロ
ヴァーは，早めに年金生活に入り，年金生活者として，娘を訪問できるようになっ
た。1974 年，夫のバルクが亡くなったため，唯一の家族となった娘を訪問する
ため，憲章 77 には署名しなかった 17)。
　現在も 1 年に数回，娘を訪問しているが，娘のもとに引っ越すことは考えてい
ない。娘のところでは，「おばあさん」の役割しか持つことができないが，プラ
ハでなら，自分自身でいられるからである。そして，現状では，経済的に自立し
ていて，自分で稼いだお金で娘のところに出かけられ，肉体的にもそれが可能で
ある 18)。
　1983 年から，東ベルリンのアウフバウ Aufbau 出版社から作品が発行され始め
る。これは，東ドイツ作家同盟の出版社であった。この頃から，少しずつ，自分
の名での翻訳・出版が国内でも可能になってくるが 19)，創作作品が出版される
ことはなかった。
　結局，国内で作品が出版されたのは，「ビロード革命」後の 1991 年のことだっ
た。その後，ドイツでもチェコでも作品の出版が進んだ。ドイツでは，1999 年に，
ワイマールでシラー財団からシラー指輪賞，2003 年にゲーテ・メダルを受賞し，
チェコでは，2001 年に前大統領ヴァーツラフ・ハヴェル Václav Havel から功労
メダルを受け，2002 年には，プラハ市名誉市民となった。
　ライネロヴァー自身は，現在の目で過去を評価することを嫌う。また，現代に
ついて， 昔はタブーがいろいろあったが，自由になった，と主として孫娘の成長
過程と自分のそれを比べて考えている 20)。元ジャーナリストとしては，今日の
新聞については，書き方が攻撃的過ぎ，テーマが下等であると不満をいだいてい
る。プラハは，彼女にとっての唯一の住まいであり，他に住みたいとは思ってい
ない 21)。そして，旧姓を使い続けている理由は，自分が家族の唯一の生き残りと
なり，ライネルという一家の存在を知らせるためだという 22)。
　90 歳を過ぎた現在も，ライネロヴァーは，自立して一人暮らしを続け，旺盛
に執筆・翻訳活動を続けている。最近では，プラハ文学館設立準備委員会の活動
も行っている。この文学館は，チェコにおいてドイツ語で創作活動を行った作家
達の博物館になる予定である。現状の国立文学館の対象になっているのが，チェ
コ語を用いた作家だからである。
2.　ライネロヴァーの作品
　本節では，出版順にライネロヴァー作品の概要をみていくことにする。
（1）『閉じられた国境』Hranice uzavřeny, Praha: Mladá fronta, 1956.
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（2）『閉じられた国境』Grenze geschlossen, Berlin: Verlag Neues Leben, 1958. 
 　ライネロヴァーの最初の単行本は，1956 年にプラハでチェコ語で発行さ
れた『閉じられた国境』である。この本には，初稿が何語であったかの記述
がない。ドイツ語版は 1958 年にベルリンで発行されており，著者名はレンカ・
ライナー Reiner となっている。チェコ語版の後書きはアドルフ・ホフマイ
ステルによるものである。本書は，以下の 9 章よりなっている。
 　1. パリにて V Paříži / In Paris，2. リュークロの女性収容所にて V ženském 
táboře Rieucros/Im Frauenlager Rieucros，3. 港町マルセイユでの二度の滞在
Dvakrát v přístavním městě/Zweimal in Hafenstadt Marseille，4. サハラ周辺と
（白い町）カサブランカにて Na okraj Sahary a městě Casablanca/Am Rande der 
Sahara und in der weißen Stadt Casablanca （ドイツ語版では「白い町」がはいっ
ている），5.（アフリカ＝アメリカ間の）セルパ・ピント号船上にて Na lodi 
„Serpa Pinto“/Auf der „Serpa Pinto“ zwischen Afrika und Amerika （ドイツ語版で
は「アフリカ＝アメリカ間の」がはいっている），6.（居心地のよい国）メ
キシコにて V Mexiku/Im gastlichen Land Mexiko （ドイツ語版では「居心地の
よい国」がはいっている），7. アメリカ合衆国での 48 時間とカナダでの数
日/途中滞在 48 hodin v USA a několik dnů v Kanadě/48 Stunden in den USA und 
Zwischenaufenthalt in Kanada（ドイツ語版では「カナダでの数日」が「カナ
ダでの途中滞在」になっている），8. カナダとユーゴスラヴィアの間の（公）
海 上 に て Na moři mezi Kanadou a Jugoslavií /Auf offener See zwischen Kanada 
und Jugoslawien（ドイツ語版では「海上」が「公海上」になっている），9. 終
着駅と故郷への帰還 Poslední stanice a návrat domů/Letzte Station und Heimkehr 
 　章立てからも明らかなように，この作品は，ライネロヴァーの，ナチスの
迫害を逃れての亡命の旅を扱っている。最初の逃亡先フランスでは，チェコ
からの著名な亡命文化人や亡命共産主義者と交流したが，フランス警察に捕
らえられ，収容所に収容される。その後，フランス軍の敗北後，マルセイユ
から北アフリカに渡り，更にメキシコに逃れる。そして，メキシコ滞在中に
ユーゴスラヴィア人の医師と結婚し，戦後，まずユーゴスラヴィアで暮らし
た。その後，チェコスロヴァキアに帰国するまでがこの作品に描かれている。
チェコ語版とドイツ語版で若干章の名前に違いが見られる。発行時期は，パ
ルドゥビツェからプラハに戻り，翻訳・編集活動を始めた頃に当たる。
（3）『二つの日記より』 Ze dvou deníků, Praha: Státní nakladatelství politické literatury, 
1958.　
 　二作目は夫バルクとの共著『二つの日記より』である。これは，プラハでチェ
コ語版が 1958 年に発行された。ドイツ語の手稿からホルニーク O. Horník が
チェコ語に訳したものである。オリジナルのドイツ語は出版されていない。
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これは，二人の 1956 年 11 月から 12 月のドイツ民主共和国への旅日記であり，
そこで出会いった芸術家や作家，共産主義者たちの第二次世界大戦期の生活
の聞き取りや当時のドイツ民主共和国の様子を描き出している。バルクの書
いた日記には TB，ライネロヴァーの書いた日記には LR の頭文字が付され
ている。
（4）『400 万人の議論』Diskussion der 4 Millionen, Praha: Orbis, 1959.
 　三作目は，作品としてここにあげてよいか疑問はあるが，チェコスロヴァ
キア共産党中央委員会の生活水準向上のための決定に関する広報文書『400
万人の議論』である。オリジナルはチェコ語であるが，チェコ語で出版され
た形跡はない。上記ドイツ語版はヴィクトル・シュレス Viktor Schless の訳
だが，そのほか訳者不詳のセルボ・クロアティア語訳とイタリア語訳，マル
セル・アイモニン Marcel Aymonin によるフランス語訳，ルース・シェパー
ド Ruth Shepherd による英訳がある。どれもプラハで発行された。この執筆
から，まだ，完全に復党していないライネロヴァーが実質的には共産党に戻っ
ていることがわかる。
 
（5）『いつものための一回』Ein für allemal, Berlin : Neues Leben, 1962. 
  　『いつものための一回』は，ベルリンで発行された。オリジナルはチェコ語
と明記されているが，チェコ語での出版のデータはない。ドイツではライ
ナーの名で出版されている。著者自身を思わせるバルボラ・レスコヴァー
Barbora Rezková が，最初の作品で，全体の題ともなっている『いつものた
めの一回』の主人公である。この人物が，本書のすべての作品をつなぐ存在
である。第二次世界大戦前の労働運動を全体のテーマとする 8 作の連作集
で，残りの 7 作のタイトルは，「技師 Der Ingenieur」「最初の日曜日 Der erste 
Sonntag」「証明 Der Beweis」「誰にも向けられない 1 語 Zu keinem ein Wort」「乗
船券 Die Schiffskarte」「病んだ心 Das kranke Herz」「顔のそろった男 Der Mann 
mit dem ganzen Gesicht」である。
（6）『太陽と夜の色』Barva slunce a noci, Praha: Svoboda, 1969.
 　『太陽と夜の色』は，1969 年１月にチェコ語で出版された。1968 年 4 月付
けの著者の前書きがあり，名誉回復の 2 年前の 1962 年に作品をかなり苦労
して書き上げたこと，ようやく出版が，それも共産党の出版社からかなった
事を喜んでいるとある。ヴェラという主人公は作者がモデルである。自伝的
作品で，第二次世界大戦前のチェコの共産主義運動の状況と，それに理想を
見る若き著者の姿が描かれている。この作品の書かれた時期については，後
述の『太陽と夜の全ての色』のチェコ語版の編集注には，1956-1957 年とある。
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発行時期は，ライネロヴァーの作品が発行禁止になる時期に重なり，この作
品は絶版となった。
（7）『白鳥の湖への遠足』Der Ausflug zum Schwanensee, Leipzig: Aufbau-Verlag, 
1983.
 　筆者は，この版は未見である。表題作は，後述の（11）『あるプラハ女性
の夢のカフェ』に収録されている。チェコスロヴァキア国内では，まだ作品
が公表できなかったライネロヴァーの作品が，初めて東ドイツで発行された
記念すべき書である。ギュンター・カスパル Günter Caspar のインタビュー
記事「レンカ・ライネロヴァーとのインタビュー Mit Lenka Reinerová im 
Gespräch」が収録されている。
（8）『メラントリヒ小路で始まった』Es begann in der Melantrichgasse: Erinnerun-
gen an Weiskopf, Kisch, Uhse und die Seghers, Berlin: Aufbau-Verlag, 1985.
 　これも東ドイツで発行された。「序文 Vorbemerkung」の後，「FCW の頭が交換
できる地獄の役人FCW’s Höllenbeamter mit dem auswechselbaren Kopf」（ヴァイ
スコップの思い出），「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間 Melantrichgasse 
zwischen Nr. 14 und Nr. 7」　（キッシュの思い出），「疲れた目の少年の顔 Ein 
Knabengesicht mit müden Augen」（ボド・ウーゼ Bodo Uhse の思い出），「いつ
もまたアンナ Immer wieder Anna」（アンナ・ゼガーの思い出）からなる。2006
年，ペーパーバック化された。
（9）『プレミエ』Die Premiere. Erinnerungen an einen denkwürdigen Theaterabend 
und andere Begebenheiten, Berlin u. Weimar: Aufbau-Verlag, 1989.
 　東ドイツで発行された最後の作品である。J.F. ケネディが暗殺された日に
初演された作品のエピソードや，第二次世界大戦前のプラハの演劇の回想が
描かれる。ライネロヴァー自身の脚色によるケストナー作品の上演について
も書かれている。
（10）『ガラスと磁器』Sklo a porcelán. Neskutečně skutečné příběhy, Praha, Orbis, 
1991.
   　1989 年の「ビロード革命」による体制転換により，再びチェコスロヴァ
キアでもライネロヴァーは，作品を公表できるようになった。著者自身によ
る前書きには，1970 年 6 月 5 日に，オルビス社を首になった時の様子が書
かれている。1980 年代，第二次世界大戦中からのドイツの友人の尽力で東
ドイツのアウフバウ出版社から作品が出版されるようになった。その時，提
供した原稿のうち，この表題作「ガラスと磁器」のみは，チェコスロヴァキ
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ア国内で最初に出版されるべきだという編集者の考えで，出版されなかった。
このチェコ語の作品集は，全部本人のチェコ語訳による。そのほか収録され
た作品は，「夜明け鳥 Pták úsvitu」「灰色の子狼 Šedé vlče」，「白鳥の湖への遠
足 Výlet k labutím jezeru」である。「夜明け鳥」は，1970 年の作品で，後の（14）
の版とチェコ語の表題が異なっている。ナチスからの逃亡時代のフランスで
の出来事を描いている。同じく 1970 年の作品「灰色の子狼」は，チェコ語
の表題が，（14）の版で変わったが，（18）で元に戻った。ドイツ占領時代の
プラハの状況を描いている。「白鳥の湖への遠足」は，1975 年の作品である。
妹が亡くなったというラーヴェンスブリュック収容所を訪ねた旅の記録であ
る。「ガラスと磁器」も 1975 年の作品で，社会主義時代，1950 年代に釈放
された後の生活を描いている。
（11）『あるプラハ女性の夢のカフェ』Das Traumcafé einer Pragerin, Berlin: Auf-
bau Taschenbuch Verlag, 1996.
 　この作品集は最初からペーパーバック版として編集された。表題作は，夢
の中のカフェでのキッシュらとの語りから，戦間期のプラハに花開いた文化
を描いた。更に，その後の亡命生活とそこからの帰還も述べられる。そのほ
か，「朝の鳥 Der Frühvogel」，「灰色の子狼 Der graue Wölfling」「ガラスと磁
器 Glas und Porzellan」「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」，「フ
ランツ・シューベルトとの旅で Unterwegs mit Franz Schubert」，「メキシコへ
の二度目の到着 Zweite Landung in Mexico」が収録されている。「白鳥の湖へ
の遠足」は，（7） の作品集の表題作である。「フランツ・シューベルトとの
旅で」は，ナチ時代のチューリヒが舞台になっている。「メキシコへの二度
目の到着」は，1941 年の亡命の際が最初の，1993 年が二度目の到着に当たる。
メキシコでの亡命生活を語った作品である。なお，「あるプラハ女性の夢の
カフェ」は，2004 年にフランス語版が出版されている。
（12）『アーモンドの香り』Mandelduft. Erzählungen, Berlin: Aufbau-Verlag, 1998.
 　「道には誰もいない Kein Mensch auf der Straße」は， 第二次世界大戦中のプ
ラハに思いを馳せた作品である。「悲劇的誤りと正しい診断 Tragischer Irrtum 
und richtige Diagnose」は，第二次世界大戦後に癌の手術を受けた頃の出来
事をつづった。「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Mandelduft, 
Piratentuch und grüne Ringe」は，1970 年代のスロヴァキアへの旅をモチーフ
としている。2001 年，ペーパーバック化された。
（13）『プラハの家で―時には別の場所で』Zu Hause in Prag – manchmal auch 
anderswo, Berlin: Aufbau-Verlag, 2000.
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 　表題作のほか，「私の家の天使 Mein Hausengel」，「乗船券」，「半分の顔
Das halbe Gesicht」のすべての作品が亡命時代の思い出を描いている。「乗船
券」では，前出の（5）の版と主人公の名前が変わり，パヴェル・スタレク
Pavel Starek からミハル・ラツェク Michal Racek になっている。2001 年，ペー
パーバック化された。
（14）『住所なしに』Bez adresy. Neskutečné skutečné příběhy, Praha-Litomyšl: Paseka, 
2001.
 　ドイツ語の 3 つの作品集（11）～（13）から選んだ作品のチェコ語訳集で
ある。オルガ・ワロー Olga Walló の訳による。収録作品は，2000 年の作品「住
所なしに」，1970 年の作品「朝の鳥 Pták zrána」と「灰色の小狼 Šedý vlček」，
1975 年の作品「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」，1998 年の作品「悲
劇的誤りと正しい診断 Tragický omyl a správná diagnóza」である。ヴァーツラ
フ・マイドル Václav Maidl による後書きが加えられている。
（15）『プラハの上のカフェ』Kavárna nad Prahou, Praha: Labyrint, 2001.
 　（11） の 表 題 作 と（8） の「 メ ラ ン ト リ フ 通 り 14 番 地 と 7 番 地 の 間
Melantrichova ulice mezi čísly čtrnáct a sedm」からなるチェコ語版で，ヤナ・
ゾウプコヴァー Jana Zoubková が訳した。チェコ語版のために，テクストが
書き加えられ，写真が添えられている。写真のコメントは編集者（ヨアヒム・
ドヴォジャーク Joachim Dvořák）と著者の会話に基づいている。
（16）『太陽と夜の全ての色』Všechny barvy slunce a noci, Praha: Labyrint, 2002.
（17）『太陽と夜の全ての色』Alle Farben der Sonne und der Nacht, Berlin: Aufbau-
Verlag, 2003.
 　ゾウプコヴァーによるドイツ語原稿からのチェコ語訳である（16）が先
に出版された。2001 年に元のテクスト『太陽と夜の色』（6）を書き直した。
新しいチェコ語訳は，2002 年 11 月に承認された。（6）では，ヴェラ Věra
という三人称の主人公がいるが，（16）（17）では，題名に「全ての」が付け
加えられ，主人公は「私」という一人称になり，より自伝的色彩が強くなっ
ている。第二次世界大戦前のチェコの共産主義運動の状況と，それに理想を
見る若き著者の姿が描かれている。ドイツ語版は，2005 年，ペーパーバッ
ク化された。
（18）『アーモンドの香り』Vůně mandlí, Praha: Labyrint, 2004
 　ドイツ語原稿からワローと著者自身がチェコ語に訳した。1924 年ジリ
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ナ Žilina 生まれのスロヴァキアの写真家マグダレナ・ロビンソノヴァー
Magdalena Robinsonová の写真が，このチェコ語版には添えられている。彼
女は，1964 年にライネロヴァーと知り合い，協力関係にあった。収録さ
れているのは，1985 年の作品「フランツ・シューベルトとの旅で Na cestě 
s Franzem Schubertem」，1942 年の作品「かかとの靴 Zablácené boty （ドイツ
語の題名：Kotige Schuhe）」，1960 年の作品「誰にも全く無く Nikomu ani 
muk」，1970 年の作品で（10）や（14）にも収録されていた「灰色の子狼」
と「朝の鳥」，1975 年の作品で (10) の表題作「ガラスと磁器」，1996 年の
作品「道には誰もいない Na ulici ani noha」，最初は 1973 年に書かれ，1996
年に改定された「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Vůně mandlí 
pirátský šátek a zelené kruhy」である。「かかとの靴」は，リディツェ Lidice
での虐殺事件のニュースを聞いて，1942 年 6 月にメキシコで書かれた短い
作品である。ドイツ語版，スペイン語版，英語版が存在する。「誰にも全く
無く」は，ドイツ占領期を描いた，初めからチェコ語で書かれた作品である。
「灰色の子狼」と「朝の鳥」は，（14）同様ワローの訳だが，二つの版には若
干の違いが見られる。「道には誰もいない」も，ワローの訳で，両親が収容
されたテレジーン Terezín の収容所を題材にしている。この三作以外は，著
者自身のチェコ語訳で，1980 年代に翻訳された。チェコ語版はドイツ語オ
リジナルと部分的に異なっており，著者による改定と点検が行われた。
（19）『狂おしいプラハ』Nährrisches Prag. Ein Bekenntnis, Berlin: Aufbau-Verlag, 
2005.
（20）『狂おしいプラハ』Praha bláznivá, Praha: Labyrint, 2005.
 　チェコ語版は，ドイツ語の原稿からワローが訳したものである。チェコ語
版は 2005 年春に承認されている。両国語版は部分的に異なっている。チェ
コ語版には，聖シュチェパーン基礎学校生徒テオドリク・ルート Theodorik 
Růt の絵が添えられている。ドイツ語版は 2006 年にペーパーバック化された。
プラハの文化史を説明した著作である。
（21）『住所なしに』Bez adresy, Praha: Labyrint, 2006.
 　（14）の選集と表題は同じだが，出版社が変わり，収録作品も変わった。
収録されているのは，「住所なしに」「白鳥の湖への遠足」「悲劇的な誤りと
正しい診断」で，（18）に収められた「灰色の子狼」と「朝の鳥」が除かれ
ている。ワローの訳を，再度著者が点検・修正した。
（22）『次の時の秘密』Das Geheimnis der nächsten Minuten, Berlin: Aufbau-Verlag, 
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2007.
 　出版されたばかりの最新作で，これまで同様の自伝的テーマに基づく作品
である。
3.　ライネロヴァー作品のドイツ語版とチェコ語版について
　本節では，個別の作品について，ドイツ語版とチェコ語版のあるもの及びいく
つかの版のあるものを執筆或いは発表の時代順に整理してみたい。数字は前節で
の番号である。また，最初の作品『閉じられた国境』と『狂おしいプラハ』につ
いては，1 冊に 1 作品の収録で，前節でとりあげたため，省略する。
（a）「乗船券」
 　1962 年：ドイツ語「乗船券 Die Schiffskarte」（5）
 　2000 年：ドイツ語「乗船券 Die Schiffskarte」（13）変更あり
（b）「太陽と夜の色」/「太陽と夜の全ての色」
 　1969 年：チェコ語「太陽と夜の色 Barva slunce a noci」（6）
 　2002 年：チェコ語「太陽と夜の全ての色 Všechny barvy slunce a noci」（16）
2001 年に完全に書き直したドイツ語手稿をゾウプコヴァーが
チェコ語に訳したもの。2002 年 11 月，著者公認。
 　2003 年：ドイツ語「太陽と夜の全ての色 Alle Farben der Sonne und der 
Nacht」（17） 
（c）「白鳥の湖への遠足」
 　1983 年：ドイツ語「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」（7）
　1991 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（10）著者自
 身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」（11）
　2001 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（14）ワロー
訳。
　2006 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（21）ワロー
訳だが，（14）と違う。再度著者が点検，修正したもの。
（d）「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間」/「メラントリフ通り 14 番地と
7 番地の間」
　　1985 年： ドイツ語「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間 Melantrichgasse 
zwischen Nr. 14 und Nr. 7」（8）
佐藤　雪野
0
　　2001 年：チェコ語「メラントリフ通り 14 番地と 7 番地の間 Melantrichova 
ulice mezi čísly čtrnáct a sedm」（15）ゾウプコヴァー訳。
（e）「ガラスと磁器」
 　1991 年：チェコ語「ガラスと磁器 Sklo a porcelán」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「ガラスと磁器 Glas und Porzellan」（11）
　　2004 年： チェコ語「ガラスと磁器 Sklo a porcelán」（18）著者自身の訳だが，
（10）と若干違う。
（f）「夜明け鳥」/「朝の鳥」
 　1991 年：チェコ語「夜明け鳥 Pták úsvitu」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「朝の鳥 Frühvogel」（11）
 　2001 年：チェコ語「朝の鳥 Pták zrána」（14）ワロー訳。
 　2004 年： チェコ語「朝の鳥 Pták zrána」（18）ワロー訳だが，（14）と若干違う。
　　　
（g）「灰色の子狼」/「灰色の小狼」
 　1991 年：チェコ語「灰色の子狼 Šedé vlče」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「灰色の子狼 Der graue Wölfling」（11）
 　2001 年：チェコ語「灰色の小狼 Šedý vlček」（14）ワロー訳。
　　2004 年：チェコ語「灰色の子狼 Šedé vlče」（18）ワロー訳だが，（14）と
若干違う。2004 年春，著者公認。
（h）「あるプラハ女性の夢のカフェ」/「プラハの上にあるカフェ」
　　1996 年：ドイツ語「あるプラハ女性の夢のカフェ Das Traumcafé einer 
Pragerin」
　　2001 年：チェコ語「プラハの上にあるカフェ Kavárna nad Prahou」ゾウプ
コヴァー訳。チェコ語版のために，著者は加筆している。
（i）「フランツ・シューベルトとの旅で」
1996 年：ドイツ語「フランツ・シューベルトとの旅で Unterwegs mit Franz 
Schubert」（11）
2004 年：チェコ語「フランツ・シューベルトとの旅で Na cestě s Franzem 
Schubertem」（18）著者自身の訳。
（j）「悲劇的誤りと正しい診断」
1998 年：ドイツ語「悲劇的誤りと正しい診断 Tragischer Irrtum und richtige 
Diagnose」（12）
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2001 年：チェコ語「悲劇的誤りと正しい診断 Tragický omyl a správná 
diagnóza」（14）ワロー訳。
2006 年：チェコ語「悲劇的誤りと正しい診断 Tragický omyl a správná 
diagnóza」（21）ワロー訳だが，（14）と違う。再度著者が点検，
修正したもの。
（k）「道には誰もいない」
1998 年：ドイツ語「道には誰もいない Kein Mensch auf der Straße」（12）
2004 年：チェコ語「道には誰もいない Na ulici ani noha」（18）ワロー訳。
2004 年春，著者公認。
（l）「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪」
1998 年： ド イ ツ 語「 ア ー モ ン ド の 香 り， 海 賊 の ス カ ー フ， 緑 の 輪
Mandelduft, Piratentuch und grüne Ringe」（12）
2004 年：チェコ語「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Vůně 
mandlí pirátský šátek a zelené kruhy」（18）著者自身の訳。
（m）「プラハの家で ― 時には別の場所で」/「住所なしに」
2000 年：ドイツ語「プラハの家で ― 時には別の場所で Zu Hause in Prag – 
manchmal auch anderswo」（13）
2001 年：チェコ語「住所なしに Bez adresy」（14）ワロー訳。
2006 年：チェコ語「住所なしに Bez adresy」（21）ワロー訳だが，（14）と
違う。再度著者が点検，修正したもの。
　以上の一覧からわかるように，ライネロヴァーは，先にドイツ語で出版された
作品がチェコ語に訳される場合，原文に手を加えたり，チェコ語訳を他者に任せ
た場合も，自分で点検し，修正も加えている。チェコ語最終版を確認し，著者と
して公認しているので，チェコ語版もオリジナルの作品であるといえるであろう。
従って，上記の（c）以降の作品は，チェコ語版の方が最終版となっている。
そして，ライネロヴァーの作品を精密に分析する場合は，初期作品（1960 年代）
においてはドイツ語各版，1980 年代以降の作品についてはドイツ語版とチェコ
語各版を比較検討する必要がある。なお，ドイツ語版の多くは，ペーパーバック
化されているが，そこでは変更はない。
おわりに
　ライネロヴァーは，現在も作品を書き続けている。その作品は，常に彼女自身
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の体験をもとに，「人間」を描いている。そこに描かれている「人間」は，過酷
な状況の中でも英知を持ち，前向きな気持ちを失わない。ライネロヴァー作品の
読者は，まず，「人間」を信じることや，生きる力・喜びを感じることができる
であろう。
　そして，ライネロヴァーの作品は，自伝や，実体験に基づく語りであり，たと
え設定が夢の中のカフェというフィクションであってもそこで描かれる状況は，
実在した人物に関する実際の思い出であることから，そこに描かれている内容は，
ライネロヴァーの生きてきた時代，彼女が共に生きた人物を知る上で貴重な資料
ともなる。
　実際のところ，第 1 節で，主にインタビューから構成した，ライネロヴァーの
生涯も，彼女の作品を読み続けることで，正確に辿ることができる。この観点か
らの作品整理も，今後彼女の作品を分析する上で必要な作業になるであろう。
　主観性の伴う自伝や語りも，一つの時代を知る重要な資・史料である。ライネ
ロヴァー作品を，激動の 20 世紀を理解するための史料として読むことも，読者
の楽しみの一つである。
注
1) „Putování 20. stoletím. Rozhovor Ondřeje Horáka s Lenkou Reinerovou （20 世紀逍遥，
オンドジェイ・ホラークによるレンカ・ライネロヴァー・インタビュー）“, Tvar. 
Literální obtýdeník （形，文学隔週刊紙）， 5/2005, str. 1 など。
2) Zahradničková, Hana, „Vyprávět, dokud ještě mohu. Kisch nebyl žurivý, ale pečlivý 
reportér, vzpomíná spisovatelka Lenka Reinerová（まだできる限り語り続ける。キッ
シュは感情的でなく注意深いレポーターだった，と作家レンカ・ライネロヴァー
は回想する）“, Týden（週）25/2001, str. 45.
3) Untersuchungen zum erzählerischen Werk Lenka Reinerovás, Diss., Universität Duisburg-
Essen, 2003. 
Lenka Reinerová: das erzählerische Werk, Oberhausen: Laufen, 2003.
4) 注 1), 2) のインタビューのほか，以下のインタビューを利用した。
Dědek, Honza, „Barvy jednoho života（ある人生の色）“, Reflex（反映）, 37/2005, str. 
20-27.
Doerrz, Martin, Lenka Reinerová, „Ich hatte die Vision einer gerechteren Ordnung“, in 
Doerrz, Martin, „Nirgendwo und überall zu Haus“. Gespräche mit Überlebenden des 
Holocaust, München: Deutsche Verlags-Anstalt, 2006, S. 194-203.
Helbig, Axel, „In Versailles, in meinem Dachzimmer. Gespräch mit Lenka Reinerová,“ 
in idem., Der eigene Ton. Gespräche mit Dichtern, Leipzig: Edition Erata-Leipziger 
Literaturverlag, 2007, S. 258-266.
Langkramerová, Tereza, „Lenka Reinerová“, in: V. studentský seminář k problematice 
dějin ženského emancipačního hnutí ve 20. století（第 5 回 20 世紀女性解放運動史
問題学生セミナー論集）, Praha: Ústav hospodářských a sociálních dějin Filozofické 
fakulty Univerzity Karlovy, 1999, str. 3-12.
レンカ・ライネロヴァーの経歴と作品

Nováková, Martina, „Im Gespräch mit Lenka Reinerová“, Listy（新聞）, roč. 36 (2006)-1, 
str. 63-65.
Schorlemmer, Friedrich, „Vor allem darf man sich nie selbst bemitleiden“. Gespräch mit 
Lenka Reinerová. 18. März 2003, in idem (Hg.), Lebenswege. Gespräche mit Zeitzeugen, 
Bd. 5, Halle (Saale): Mitteldeutscher Verlag, 2005, S. 213-233. 
Škarýd, Milan, „Pulovr Lenky Reinerové stále hoří（レンカ・ライネロヴァーのセー
ターはいつも燃えている）“, Xantypa, roč.4 (1998), č. 8, str. 20-23, 116-117.  
5) Dědek, loc. cit., str. 20.
6) Zahradníčková, loc. cit., str. 45.
7) Ibid.
8) Langkramerová, loc. cit., str. 4. ハルマネツ製紙会社は，1829 年創立のスロヴァキア
の製紙会社で，現存する。Zahradníčková, loc. cit. では，最初の就職先は，オスカル・
シュタイン Oskar Stein 社となっている。
9) Zahradníčková, loc. cit.
10) Ibid., str. 46.
11) Dědek, loc. cit., str. 24.
12) Škarýd, loc. cit., str. 21.
13) Langkramerová, loc. cit.
14) Zahradníčková, loc. cit., str. 45-46.
15) Dědek, loc. cit., str.26, Langkramerová, loc. cit., str. 5.
16) Zahradníčková, loc. cit., str. 46.
17) Langkramerová, loc. cit.
18) Ibid.
19) 例 え ば，Pešina, Jaroslav, Der Hohenfurther Meister, Praha: Odeon, 1982 や， Neu-
mannová, Miroslava, Vincent van Gogh. Zeichnungen, Praha: Odeon, 1987には訳者とし
てライネロヴァーの名前が明記されている。
20) Langkramerová, loc. cit., str. 6.
21) Zahradníčková, loc. cit., str. 47.
22) Langkramerová, loc. cit., str. 8.
佐藤　雪野

Leben und Werk von Lenka Reinerová
Yukino SATO
Lenka Reinerová wurde am 17. Mai 1916 in Prag geboren. Die neunzigjährige 
Schriftstellerin, die sich selbst eher als Erzählerin versteht, wird die letzte deutsch-
sprachige Prager Autorin genannt. Wie andere berühmte deutschsprachige Prager 
Schriftsteller als Franz Kafka, Egon Erwin Kisch usw. stammt sie aus einer jüdi-
schen Familie. In ihrer Familie wurde sowohl Deutsch als auch Tschechisch gespro-
chen, weil die Sprache ihrer Mutter Deutsch war und die ihres Vaters Tschechisch. 
Infolgedessen ist sie zweisprachrig aufgewachsen. Sie schreibt ihre Werke auch 
heute noch manchmal auf tschechisch.
Ihre Familie wohnte im Stadtteil Karolinenthal (Karlín), wo viele Arbeiter 
lebten. Deshalb wurde sie im natürlichen Verlauf der Dinge Kommunistin, obwohl 
ihre Familie  bürgerlich war. Als sie Gymnasiastin war, verlor ihr Vater seine Firma 
und sie musste ihr Studium aufgeben. Sie begann als Journalistin zu arbeiten und 
wohnte in der Melantlichgasse, wo auch Egon Erwin Kisch seine Wohnung hatte. In 
der zweiten Hälfte der dreißiger Jahre hatte sie viele Beziehungen zu deutschen und 
tschechischen Intellektuellen.
Nach der Zerschlagung der Tschechoslowakei im Jahr 1939 musste sie aufgrund 
ihres jüdischen Glaubens und ihrer politischen Überzeugung ihre Heimat verlas-
sen. All ihre Familienmitglieder kamen später in den Konzentrationslagern um ihr 
Leben. Sie überlebte als einzige.
Nach ihrer Flucht ging sie zunächst nach Frankreich und wurde dort verhaftet 
und in einem Lager interniert. Mit Hilfe amerikanischen Schriftsteller konnte sie 
jedoch nach Mexico emigrieren. Dort heiratete sie mit Theodor Balk (Dragutin 
Fodor),  einen Schriftsteller und Arzt aus Jugoslawien. 
Nach dem Zweiten Weltkrieg kehrten beide nach Europa zurück und wohnten in 
Belgrad. Sie brachte eine Tochter zur Welt. Im Jahr 1948 war sie wieder in Prag. In 
den fünfziger Jahren kam sie in Untersuchungshaft und blieb dort fünfzehn Monate. 
Sie war ein Opfer der stalinistischen Säuberungen. Nach ihrer Entlassung konnte 
sie ihr erstes Buch Grenze geschlossen (Hranice uzavřeny) publizieren, aber erst im 
Jahr 1964 wurde sie rehabilitiert.  
Das Ende des Prager Frühlings bedeutete für sie wieder eine schwierige Zeit. 
Sie wurde aus der Kommunistischen Partei ausgeschlossen und durfte nicht weiter 
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publizieren. Interessanterweise konnte sie in den achtziger Jahren in der DDR ihre 
Werke (Der Ausflug zum Schwanensee usw.) veröffentlichen.
Die Samtene Revolution veränderte ihre Situation. Sie publizierte viele Bücher 
auf deutsch und tschechisch. Normalerweise schreibt sie auf deutsch und ihre Werke 
werden ins Tschechische übersetzt. Sie kontrolliert und autorisiert die Übersetzun-
gen selbst. 
Hauptthema ihrer Werke ist ihr eigenes Leben. Es ist sehr dramatisch und sie 
braucht keine Fiktion, um ein Buch zu schreiben. Man kann ihre Bücher auch als 
historische Dokumente lesen.
